




















書を構成したことが, その巻末に記されている｡ この著書が出された1990年代は, 日本に
おいて日本の出版物を構成するためにコンピュータを用いた出版業界が形成された時期で
もある｡ この時期は, それまでの大手のフォントメーカーと, Adobe Japan およびApple
Computer などの会社を中心に, 日本の DTP による出版の第一次の規格制定, システム
立ち上げが行なわれた｡ これはMacOS で言えば, ちょうどMacOS６からMacOS９ま
での1993年から1999年までの時期を指すが, この時期において JIS 規格の文字コード
(JIS X0218) を印刷において高品位なフォントとして再現するために PostScript フォン
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古代エジプト聖刻文字の入力システムの試作
箕 原 辰 夫
 松本弥, 図説古代エジプト文字手帳, 弥呂久, 1994年.
トを２バイトコード対応に拡張したOCF (Open Composite Font) 形式のフォントや,
CID (CID Keyed Font) 形式のフォント, および Adobe・Apple・Microsoft の３社に
おいて合意された, TrueType 形式や OpenType 形式のフォントが制定されていった時
期でもある(２)｡
OCFや CIDといった日本語のフォントは現在でも出版・印刷業界では使われているが,
残念ながら JIS の新しい文字コードの規格 (JIS X0213) や Unicode が席捲してしまった
今日においては, 少し古い規格になってしまい, OpenType 形式のフォントで置き換え
る必要が出ている｡ 上記の松本弥氏の著書は, 印刷業界でのコンピュータ化の起ち上げの
時期に制作されており, FontGrapher(３)を使い, OCF 若しくは CID といったフォントで
大量の聖刻文字のフォントを自作して作った労作であると思われる｡ しかしながら, OCF
や CID については, 日本以外のシステムにおいては, 東アジア (中国・韓国・台湾・香
港など) を除いては, 規格外のものになってしまい, 全世界に通用するコード化に対応し
ていない｡ そのため, このフォントで作成されたテキストは, 充分に制作者の意図を反映
した形でインターネット上に配布することができない状況にある｡
1.2. Unicode によるコード化
Unicode の規格(４)においては, 1993年の ISO/IEC 10646の規格認証を受けてのち, 更




Glyph) の制定が提案され, その後認証されるに至った｡ そのため, 現在は国際的に互換
性のあるコードとしての聖刻文字とその字形を持ったフォントを作成することが可能になっ
ている｡ このため, 聖刻文字に関してのフォントの公開と, テキストのオンライン化が始




私見であるが, 日本の平安期より江戸時代まで使われていた ｢変体かな｣ についての,
コード化は Unicode で規定されていない｡ 一度科研費などで提案したこともあったが,
無視されてしまったようである｡ TRON超漢字システムにおいては, その後 ｢変体かな｣
が実装されたようであるが, 一般的な変体かなに関しての字形制定とコードの割振りに関
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 和田義浩他, DTPフォント完全理解！, ワークスコーポレーション, 2002年.
 FontLab font software, http://www.fontlab.com/, reviewed in 2010.
 Unicode Consortium, http://www.unicode.org/, reviewed in 2010.




たとえば, ｢桧｣ と ｢檜｣ のように, 異なる字形を持っているものの同じ意味を表す文
字は ｢異体字｣ と呼ばれている｡ 逆に ｢カ｣ (カタカナのカ) と ｢力｣ (漢字のちから) の
ように, 同形ながら異なる意味を現す字は, ｢同形異字｣ と呼ばれている｡ 同形異字に関
しては, JIS や東アジアの諸国においては, コード体系の中で, それぞれの字に異なるコー
ドが割り振られている｡ Unicode においても同じことが言える｡ 逆に異体字に関しては,
フォント形式の中でそれを実現した経緯もあり, 必ずしもコードとして割り振られている
とは限らない｡ コードとして割り振られていない異体字の場合, CID フォント形式にお
いては, １文字に対して, １字の異体字を割り当てることが可能となった｡ それに加えて,
OpenType フォント形式においては, １文字に対して, 複数の文字の異体字を割り当て
ることが可能(６)となった｡ 聖刻文字に関しても, 研究者の文献を調査していくうちに, 多
くの異体字が存在する状況を発見している｡ Unicode は5.0版から, その規格上で異体字




一つは ｢漢字｣ という文字を母国語の一部に採り入れていない国の出身者には, 大量の
字形を持つ文字システムはなかなか理解しがたいものがある｡ たとえば, マヤ文明の文字
については, 表語文字 (１文字で一単語を表す文字) であると分類されているが, 漢字に
ついても同じことが言える｡ ただ, マヤ文字に関しては, １文字が４つ以上の部分 (漢字
で言えば偏と旁) から複合的に構成され, １文字で一文を表すほどの構成力があるという
ことは, 注目に値する｡ よって, マヤ文字などについての研究において, 紀元直後の許慎
が著した 『説文解字』 に出てくる ｢形成｣ や ｢会意｣ のような内容が, 比較的最近に研究
発表されているような状況になっている｡ 即ち, 漢字を常用で使っていない民族にとって
は, 象形文字から始まり, その複合形を多くのグリフ (字形) として持つ文字システムは,
研究の対象とは成り得ても, 常用の対象とは成り得ないことを意味している｡
逆に ｢かな｣ という表音文字と, ｢漢字｣ という表意文字を混用する日本人においては,
聖刻文字の文字システムは研究者でなくとも非常に簡単に理解することができる｡ これは
実際に聖刻文字のシステムを学んでいくうちに, 実感としてわかってきた｡ そのため, 聖
刻文字の研究の中心は, これから日本に移ってくる可能性もあると感じられた｡ ただし,
音声については, 母音中心の日本の母音体系と, 子音中心の古代エジプト・ユダヤ・アラ
ブの母音体系(７)とは決定的に異なる｡ 日本の母音体系は, どちらかと言えば, 古代インド
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 加藤弘一, 図解雑学文字コード, ナツメ社, 2002年.
 メソド・サバ／ロジェ・サバ, 藤野邦夫訳, 出エジプト記の秘密, 原書房, 2002年.
の言語あるいはラテン語に近い｡ そのような言語を日本語の起源として提案する説を唱え




















言葉を表すことが行なわれてきた｡ これは, 現代の日本語の ｢漢字かな混淆文｣ を更に進
めたもの, 即ち漢字にルビが振られている状態, であると考えることができる｡
2.1. 合意された音素文字 (アルファベット)
まず聖刻文字は, 基本的には ｢音｣ を表すための記号と, ｢意味｣ を表すための記号と
が分かれている｡ しかしながら, 日本語の ｢ひらがな｣ と ｢漢字｣ のような字形上の区別
(ひらがなは漢字の筆記体である ｢草｣ に基づいているので曲線が多く使われていて, 漢
字は楷書の場合は直線が多い) はない｡ あくまでも, 文脈に従って, その記号が音を表し
ているのか, 意味を表しているのかを区別する必要がある｡ しかしながら, 以下に列記す
る代表的な１音素字については, 固定してアルファベット (音素文字) として使われてい
る｡ ここで音声の表記に使われているアルファベットは, Gardiner(９)などの研究において
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 James P. Allen, Middle Egyptian － An Introduction to the Language and Culture of Hieroglyphs,
Cambridge University Press, 1999, revised 2010.







古代エジプト語学では何も規定していない｡ ただ, 研究者の発音の方便のために, 子音が








































































































｢nfr｣ は, ｢nefer (ネフェル)｣ と読まれている｡ これらはエジプト学の文献では通用し
ているが, 文字入力においては本質的ではなく, 必要のない方便である｡ そのため, 今回
の入力システムでは割愛している｡
2.2. 送り仮名
たとえば, ３音素文字である ｢nfr｣ について取り上げると, 送り仮名のように ｢f｣ と
｢r｣ の１音素文字が以下のように添えられている場合がある｡ これは, 漢字の ｢割｣ を考
えれば, これ１文字で ｢わり｣ と読むこともあるし, 送り仮名をつけて ｢割り｣ と表記す
ることもある｡ このような表記の揺れは日本人には送り仮名として受け入れることができ























また, 漢字圏の言葉と同様に, 文字列は横書きでも良いし, 縦書きでも良い｡ 加えて,
文字は左から右に読んでも構わないし, 右から左に読んでも構わない｡ 左右の読み順は,
鳥や人などの向きに従って, その向いている方角が先として読む｡ この左右の読み順につ




るために, 漢字を割り振るのと同様に, 古代エジプト語においては, 意味を表す ｢決定詞
(Determinative)｣ と呼ばれる文字を割り振る｡ よって, 英語の綴りのように, 音素文字
だけで言葉が構成されることは, ほとんどなく, この決定詞による音声的な綴りに対して




述はなされていなかった｡ そのため, 各桁は位を表す文字によって表現される｡ これは,
｢1234｣ に漢数詞が付けられて ｢千二百三十四｣ と書かれるのと同様である｡ 以下にそれ
































する縄で囲ったもの：Cartouche) は, あまりにも有名であるが, これをそのままレイア
ウトとして実現することは難しい｡ そのため, カルトゥーシュは, Unicode にも用意され
ているように, 丸括弧と同様に, 左部分のものと右の部分に分けて表記するように入力シ
ステムでは考えた｡ 加えて, 初期王朝以降も公式には王朝 (Dynasty) を示すカルトゥー
シュのような隼の神ホルスが留まっている枠付きの記号 (ホルス名：Horus と呼ばれる)
があるが, これも括弧の形で表記するように変えた｡ ここら辺の変更は, ヒエログリフの
解説本でも行なわれており, Unicode に括弧の両側の字形がコード上に用意されているの
































Unicode 3.1からの拡張により, サロゲート領域 (上位代用符号位置) にワーキンググ
ループの提案から, 古代文明の文字のコード領域が定義されるようになった｡ しかしなが
ら, この領域については, まだ OS (オペレーティング・システム) の対応が充分とは言
えない｡ 現在の主要な OS やプログラミング言語処理系は, BMP (基本多言語面：Basic
Multilingual Plane) 領域に関しては対応しているものの, サロゲート領域については対
応がされていない場合がある｡ とは言え, 規格で定義されていることから, この領域のフォ
ントなども積極的に作成されてきた｡ Unicode 5.2では聖刻文字の領域が, Gardiner の提
案(10)に基づき, 16進数で13000～1342F までの領域で定義されている｡ ここでは古代エジ
プトの聖刻文字について, この Unicode 5.2のコード領域を用いた George Douros 氏に
よる Gardiner フォント(11)を利用している｡ これらのフォントはUnicode によってコード
化されており, Unicode をサポートしている主要なアプリケーションで利用することが可





号の場合でも, 通常の１文字の位置を占めることになり, 合字 (リガチャ) のようには処
理しないこととした｡ また, 入力システムであることから, 右から左のレイアウトもサポー





ントエンドプロセッサについては, 説明の必要はないだろう｡ ここでは, ｢古代エジプト
の聖刻文字について, フロントエンドプロセッサを設計し, 実装する｣ と記述するだけで
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 Alan Gardiner, Catalogue of Egyptian Hieroglyphic Printing Type, Oxford University Press, 1928.
 Geoge Douros, Gardiner Font 3.11, Unicode Fonts for Ancient Scripts, http://users.teilar.gr/̃g1951d,
reviewed in 2010.
 ATSUI Reference, Apple Computer Inc., 2007.
充分である｡ まず, キーボードの設計から説明する｡ キーボードについては, １音素文字
のアルファベットを入力する方式を基本とした｡ 日本語の場合, ｢かな｣ が音節文字であ
ることから, 音素文字のローマ字のアルファベットから, かなに変換する必要があり,
｢ローマ字かな変換｣ が自動的に行なわれている｡ また, キートップ上に刻印されている
｢かな｣ を直接入力できるユーザは, ｢かなキー｣ を利用して ｢かな｣ を入力することがで
きる｡ 聖刻文字についても, 同じような変換が必要かどうかを吟味したが, 他の言語入力
システムも比較したところ, 簡体字などの入力に関しては, アルファベットから漢字に直








とができる｡ ローマ字の大文字シフトは, 神名, 王名, 地名などの固有名詞を入力するた
めに取ってある｡ また, MacOS などでは Alt (Option) キーを使うことによって, さま
ざまなアルファベットの変形を入力できるようになっているが, これは表２にある２音素
文字, ３音素文字用に取っておくことにした｡ 以下にキーボードのレイアウトを示す｡ な
お, 発音記号のアルファベットについては, Adolf Erman の 『Agypticshe Grammatik』





 秋山慎一, 古代エジプト文字を読む字典, 東京堂出版, p. 242, 2003年.
固有名詞を入れるときは, Shift キーを押して入力すればよくて, その変換候補が最初
に挙がってくるようにした｡ これは, 日本語のフロントエンドプロセッサにも採り入れて
も良いと思われる｡ 日本語の場合は, ローマ字かな変換, かな漢字変換の２段階を経てい
るが, 今回の聖刻文字のフロントエンドプロセッサにおいては, 先ほど説明したように,
ローマ字聖刻文字変換の１段階にした｡ よって, 入力時には発音記号のアルファベットが
表示され, Space キーを押すことによって, 最初にその発音記号に１対１に対応する聖刻
文字の表音文字が候補として表示される｡ それ以下に同じ発音記号から導き出される決定
詞などの表意文字を伴う聖刻文字の綴りの候補一覧が表示される｡ 日本語のフロントエン
ドプロセッサと同様に候補を選ぶのは Space キーおよび上下の矢印キーであり, 変換の





システムを実装しなければならない｡ この辞書システムは, 基本的には, ＜アルファベッ
トの綴り, 聖刻文字の綴り＞の対を用いて, アルファベットの綴りをキーにしたインデッ
クス構造で表を構成した｡ この対は, 西村洋子氏の 『古代エジプト語基本単語集』 を基本
として編纂している(14)｡ この対に英語若しくは日本語による聖刻文字の綴りの解説を属性
として加えておいた｡ 候補を選ぶ際にこの属性を表示することにすれば, 聖刻文字の綴り






 西村洋子, 古代エジプト語基本単語集, 平凡社, 1998年.
入力とは別に, 書かれたテキストから, その内容を判別するために, 聖刻文字の字形を
見るための辞書アプリケーションを別途実装している｡ この辞書は, 基本的には
Gardiner の分類(15)に従って分類されている James P. Allen の 『Middle Egyptian』 の中
に書かれている ｢Sign List｣(16)を元に編纂している｡ 将来的には, 変換用・字形用のどち
らの辞書についても, XMLによる記述に変換することを計画している｡ このときのXML
形式は, Mac OS X 10.5に搭載されている辞書の XML の形式にする予定にしている｡
このようにすれば, 標準の辞書アプリケーションで表示することが可能となるからである｡
なお, 字形辞書は Gardiner および Allen の分類に基づき, 字形に対して大分類を設けて
いる｡
3.4. 実装
文字入力システムの実装は, Mac OS X 10.4の Carbon ライブラリを用いている｡ プロ
グラミング言語はＣ言語を用いた｡ Unicode が, BMP 領域から外れるため, サロゲート
のためのコードを入れるなどの考慮を行なった｡ Mac OS X の多言語文字入力システム
は, MLTE (Multilingual Text Engine) ライブラリ(17)と呼ばれているが, 文字入力シス
テム自体はＣ言語を用いる Carbon 版の他に Objective-C 言語を用いた Cocoa 版でも実装




Ａ. 人の形 (男性) Ｂ. 人の形 (女性) Ｃ. 人の形をした神 Ｄ. 人の体の一部




















Ｖ. 綱・篭・織物 Ｗ. 石・陶磁器 Ｘ. パン
Ｙ. 筆記具・ゲーム
器・楽器
Ｚ. 線と図象 Aa. 未分類
 Alan Gardiner, Egyptian Grammar, Third Edition, Oxford University Press, pp. 440‒548, 1957.
 James P. Allen, Middle Egyptian, Cambridge University Press, pp. 423‒448, 1999.
 Multilingual Text Engine Reference, Apple Computer Inc., 2006.
字形辞書アプリケーションは, Carbon ライブラリ以外にも, プログラミング言語 Java
を利用して記述してみた｡ Java で記述し直したのは, Windows や Linux でも辞書を利用
することを可能にするためである｡ Carbon ライブラリでも Java でも, 文字型 (char)


















最初に聖刻文字のテキストを読むには, Gardiner がまとめて Allen などが引き継いで
いる字形リスト (Sign List) が必要とされるだろう｡ この字形リストは, 英語版の
Wikipedia(18)でも見ることが可能になっている｡ ユーザは, 表３にあるように, 大まかな
字形のグループ化されたものから, ディレクトリ構造を辿る形で見ることになるだろう｡
それ以外に, 音素文字 (Phonogram) であるかどうか, 決定詞 (Determinative) あるい




実際のテキストについては, 神官文字 (ヒエラティック：Hieratic) までは崩されてい
ないが, 一字に対して様々なバリエーションがある｡ このバリエーションは, フォントの
字体の差の範囲で済むものもあるが, 完全に異体字になっているものもある｡ 漢字の康煕













 Gardiner's sign list, Wikipedia, http://en.wikipedia.org/wiki/Gardiner%27s_sign_list, reviewed in 2010.
 Nicolas Grimal et. al., Hieroglyphica sign list, http://www.ccer.nl/, reviewed in 2010.





双数形 (対象が２つの場合)・複数形, 男性名詞・女性名詞, および名詞の主格・対格・
与格の差ぐらいを考慮すれば良い｡ 差し当たり, 英語を入力すれば, これに応じた聖刻文
字をアプリケーションに出力するような入力システムを作るべきであると考えている｡
逆に, 聖刻文字のテキストがある場合に, それを英語や日本語に置き換えるのは, かな
りの困難を伴うと考えられる｡ これは, 聖刻文字の文法構造を把握して, その文法規則に
則った形での変換を行なわなければならない｡ 何らかの用に迫られて, 聖刻文字のテキス
トを読む状況に陥ったユーザには, この変換を行なうアプリケーションは便利なものにな

















Mac OS X の ATSUI システムにおいては, アラビア語やヘブライ語などにも対応す
べく, 右から左に記述される文字テキストに対しても, それがレイアウトできるように対

















性が実感されたので, これを別途実装していきたいと考えている｡ 加えて, 聖刻文字特有
のレイアウトを行なうアプリケーションを用意する必要があり, これについても充実して
いきたいと考えている｡ 今回の実装は, Mac OS X のMLTEライブラリを用いたので,
入力システムの実行はMac OS X に限られているが, アプリケーションの作成には Java
言語を用いたので, 他の環境でも辞書閲覧を行なうことは可能である｡ Windows や
Linux の多言語入力システムに関しては, 知識がないので, 今後も実装する予定はない｡
今回の試作を通して, 古代エジプトの聖刻文字に関しては, 字形も Unicode の中で制
定され, フォントも既に公開されていることから, 実装自体は他の古代文明の言語に比べ
て手間が少ないと感じられた｡ 同じ状態 (Unicode で制定されており, フォントも用意さ
れている状態) に置かれており, 基盤が整備されているのは, 古代メソポタミアの楔形文










また, Unicode の基盤がない文字として, マヤ文字がある｡ これについては, 字形選択
と文字コードの選択をしなければならない｡ 漢字の部首がいくつも組み合わさった形で１






 L.A. Waddell, Egyptian civilization its Sumerian origin & real chronology and Sumerian origin of










る可能性があることを証明することにもある｡ また, 古代文明の研究においては, 聖刻文
字を含む古代文明のテキストに関して, 現在残されているものをコード化し, オンライン
化していく必要性に迫られている｡ オンライン化によって, 文字体系および言語体系を理
解している研究者および学習者が, テキストの記述を直接見ることができ, そこに何が書
かれているかを検証し, 理解することが可能になるからである｡
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